
事業所防災リーダー 防災関連通信（令和６年４月８日） 

■週間天気予報・天気図   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜主要じょう乱の概要＞ 
・11⽇は、⾼気圧が本州付近から⽇本の東へ移動する。14⽇頃にかけて、⾼気圧が東海上から本州
付近に張り出す。⻄⽇本から沖縄・奄美では湿った空気が流れ込みやすい。 

・12⽇は、弱い気圧の⾕が北⽇本を通過する。 
・15⽇は、低気圧が朝鮮半島付近から⽇本海に進み、気圧の⾕もしくは前線が⻄⽇本付近に進む。 
 
＜防災事項＞ （11 時、17 時発表の早期注意情報に合わせて当項目は修正する場合があります。） 
・気温が平年より⾼く、かなり⾼くなる所がある。積雪の多い所ではなだれ等に注意。 
・令和 6 年能登半島地震で揺れの⼤きかった地⽅は地盤の緩んでいる所があり、少しの⾬でも⼟砂
災害の危険度が⾼まるおそれがある。 



■向こう１か月の平均気温・降水量・⽇照時間の見込み ４月６⽇～５月５⽇ 

〇向こう１か月の気温は⾼い見込みです。特に、期間の前半は気温がかなり⾼くなる可能性があ

ります。 

〇向こう１か月の降水量は平年並か多く、⽇照時間は平年並か少ない見込みです。 

 
■気象台からのコメント ４月８⽇ 10 時 51 分 

＜警報等の可能性＞ 

〇東京地⽅ 

・９⽇は、⽇本の南に停滞する前線の活動が活発となる見込みです。東京地⽅では、昼前から昼過

ぎは激しい⾬が降り、警報級の⼤⾬となる可能性があります。 

〇伊豆諸島 

・青ヶ島村の⼤⾬注意報（⼟砂災害）は解除しました。 

・伊豆諸島では、８⽇と９⽇は、停滞前線の活動が活発となる見込みです。伊豆諸島南部では８⽇

から９⽇昼前にかけて⼤⾬警報（⼟砂災害）を発表する可能性があります。 

・伊豆諸島北部は、９⽇未明から昼前にかけて、⼤⾬警報（⼟砂災害）を発表する可能性がありま

す。 

〇小笠原諸島 

・警報等の可能性は低い見込みです。 
 

■台風情報 

 ・現在、発表されている台風情報はありません。 

 

 
（気象庁 HP をもとに東京都総合防災部作成） 


